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CONTENTS表紙説明
  「ハナサめーらび」こと喜界高校フラ３人娘が、第１回フ
ラガールズ甲子園で見事、最優秀賞に輝いた。
　大会当日、マスコミは震災被災地の高校生を追いかけ、そ
の夜の全国ニュースや翌日の全国紙でも、脚光を浴びるべき
最優秀賞を受賞したハナサめーらびについては、ほとんど触
れられなかった。
　それでも、これから歴史と数々のドラマを重ねるであろう
大会で「初代女王」としてその名を刻み、遠く離れた喜界島
で生まれ育った彼女らの“笑顔”が、沈滞ムードにある日本の
中心で輝き認められたことこそ、何よりうれしく誇らしい。
　　　　　　　　　　　　　（くわしくは12ページに掲載）

10
本 町 は「 日 本 で
も っ と も 美 し い
村」連合に加盟し
ています。

快挙！！
ハナサめーらび “ 初代 ” フラ女王

「みんなに届け！この笑顔‼」
晴れの舞台に向けて日々練習に打ち込んだ

おねえちゃんたちにつづけ！ 祝賀会で家族や仲間たちに日本一のダンスを披露
初代女王の証しを手に

（左から幸さん、栄さん、上田さん、中屋先生）

小野恵美子大会会長（初代フラガール）
から優勝杯を受け取る幸さん



ご存知ですか？フェリー運賃割引制度

JAあまみ役場派出所の業務時間が変わります
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JAあまみ役場派出所の業務時間が変わります

ご存知ですか？フェリー運賃割引制度

　喜界町では、公金の支払・収納事務を平成１８年度から指定金融機関において実施してま

いりました。このたび、金融行政指導を踏まえ、「全国統一事務手続き」により、金融機関の

ひとつとして「喜界町指定金融機関あまみ農協役場派出所」の現金手続きも見直されること

になり、窓口の出納業務の取扱いが下記のとおり変更となります。

　つきましては、町民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

 喜界町役場会計課・ＪＡあまみ喜界事業本部

　平成23年10月１日から、フェリーきかい・フェリーあまみの喜界･名瀬間料金割引制度
（離島航路運賃住民割引制度）が始まりました。
制度内容
　割引対象者　　喜界町住民登録者（本町に住民票を置いている方）
　実 施 期 間　　平成23年10月１日から平成24年９月30日まで
　区間・等級　　喜界→名瀬・名瀬→喜界の２等運賃に適用
　割 引 金 額　　乗船１回につき、大人1,000円、小人500円
　　　　　　　 　※他の割引制度とは併用できません。
利用方法
　各港の乗船窓口にて乗船券を購入するときに、備え付けの「航路運賃住民割引申込書」
を記入のうえ、提出してください。その際、喜界町に現住所があることを確認できるもの
（免許証や保険証、離島航空割引カード、生徒手帳など）の提示が必要となります。
　なお、団体で利用する場合は、喜禎運送店まで問い合わせてください。
　　※ この制度は、下記乗船窓口代理店以外では、取り扱いできません。
　　※ 手続きに時間を要するため、フェリーが入港する前に窓口へお越しください。

乗船窓口・問い合わせ先
　◆各港代理店
　　　喜界乗船窓口：㈱喜禎運送店　℡６５−００５７
　　　名瀬乗船窓口：マルエーフェリー㈱名瀬事業部　℡５３−２１１１
　◆奄美海運　℡０９９−２２２−２３３８

変 更 日：平成 23 年 11 月１日より

支払事務：業務開始時刻８：３０〜午後３：００まで

窓口収納：業務開始時刻８：３０〜午後４：００まで
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平
成
22
年
度
の
歳
入
総
額
は
、
一

般
会
計
と
特
別
会
計
の
連
結
決
算
で

92
億
９
６
５
０
万
円
と
な
り
、
前
年
か

ら
約
10
億
円
強
の
大
幅
減
と
な
っ
た
。

一
方
、
歳
出
総
額
も
89
億
３
２
７
１
万

円
で
、
対
前
年
比
で
約
12
億
円
の
大
幅

減
と
な
っ
た
。

　

一
般
会
計
で
み
る
と
、
歳
入
総
額

58
億
９
２
４
９
万
円
で
、
前
年
度
か
ら

約
３
億
３
千
万
円
の
減
。
そ
の
要
因

は
、
次
の
歳
入
の
項
で
説
明
す
る
各

種
事
業
に
と
も
な
う
国
や
県
か
ら
の

交
付
金
や
補
助
金
の
収
入
減
。
町
税
は

５
億
５
３
５
８
万
円
（
前
年
度
か
ら
約

一
千
万
円
の
減
）
で
、
使
用
料
や
財
産

収
入
な
ど
を
合
わ
せ
た
自
主
財
源
は

９
億
１
６
２
９
万
円
で
、
収
入
に
占
め

る
自
主
財
源
の
割
合
は
15
・
６
％
。

　

一
般
会
計
の
歳
出
総
額
は

56
億
９
７
７
９
万
円
で
、
約

３
億
８
千
万
円
の
減
。
そ
の
主
な
要
因

は
、
国
に
よ
る
景
気
対
策
事
業
の
地
域

活
性
化
交
付
金
に
よ
る
道
路
・
学
校
施

設
改
修
や
農
業
振
興
事
業
な
ど
の
減
少

と
、
21
年
度
に
あ
っ
た
町
営
住
宅
の
着

工
が
な
か
っ
た
た
め
（
23
年
度
は
宮
戸

住
宅
（
湾
）
が
着
工
予
定
）。

　

翌
年
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源

を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
、

１
億
５
６
１
４
万
円
の
黒
字
と
な
っ
た

（
特
別
会
計
は
別
表
参
照
）。

　

経
常
収
支
比
率
は
88
・
６
％
と
な
り
、

前
年
よ
り
０
・
６
ポ
イ
ン
ト
改
善
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
を
含
め
た
借
金
返

済
額
の
割
合
を
示
す
実
質
公
債
費
比
率

は
12
・
６
％
と
な
り
、
対
前
年
比
で
０
・

６
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

　

町
議
会
平
成
23
年
第
３
回
定
例
会
（
９
月
議
会
）
最
終
本
会
議
が
９
月
22
日
に
開
会
さ
れ
、
平
成
22
年
度
の

一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の
決
算
が
承
認
さ
れ
た
。

　

本
町
財
政
は
近
年
、
県
内
自
治
体
の
中
で
は
健
全
財
政
を
保
ち
続
け
て
い
る
が
、
全
国
平
均
と
比
較
す
る
と
、

財
政
力
指
数
や
経
常
収
支
比
率
な
ど
の
数
値
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

そ
の
状
況
を
受
け
、
必
要
な
各
種
事
業
の
実
施
と
同
時
に
、
継
続
的
な
行
財
政
改
革
に
も
取
り
組
ん
で
き
た

結
果
、
平
成
22
年
度
の
実
質
収
支
は
一
般
会
計
で
約
１
億
３
千
万
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
、
平
成
22
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
を
お
知
ら
せ
す
る
。

実
質
収
支
は
約
１
億
５
千
万
円
の
黒
字
を
確
保

国
の
景
気
対
策
事
業
縮
小
に
よ
り
歳
入
歳
出
と
も
に
減
額

平
成
22
年
度
喜
界
町
歳
入
歳
出
決
算
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◎
主
な
財
政
用
語

◆
経
常
収
支
比
率

　

経
常
的
経
費
（
人
件
費
、
物
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
、
補
助
費
等
な
ど

の
う
ち
臨
時
的
な
も
の
除
い
た
経
費
）

の
た
め
に
経
常
一
般
財
源
（
町
税
、

地
方
交
付
税
、
地
方
譲
与
税
の
使
途

が
特
定
さ
れ
な
い
も
の
）
が
、
ど
れ

だ
け
充
当
さ
れ
た
か
を
示
す
比
率
を

表
し
た
も
の
。
比
率
が
低
い
ほ
ど
財

政
構
造
は
弾
力
性
が
あ
る
（
緊
急
支

出
や
臨
時
支
出
、
町
単
独
事
業
に
柔

軟
に
対
応
で
き
る
）。

◆
実
質
公
債
費
比
率

　

自
治
体
収
入
に
対
す
る
借
入
金
返

済
額
の
比
率
を
示
す
。
従
来
の
起
債

制
限
比
率
に
は
反
映
さ
れ
な
か
っ
た

一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
も
含
ま
れ
る
。
18
％
を
超
え
る
と

起
債
の
際
に
は
県
の
許
可
が
必
要
と

な
り
、
25
％
を
超
え
る
と
起
債
が
制

限
さ
れ
、
財
政
健
全
化
計
画
を
定
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
財
政
の
健
全

度
を
測
る
上
で
最
も
重
要
な
指
標
。

◆
地
方
交
付
税

　

ど
の
自
治
体
に
住
ん
で
も
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う

に
所
得
税
、
法
人
税
、
酒
税
、
消
費
税
、

た
ば
こ
税
な
ど
の
国
税
の
一
部
を
財

源
と
し
て
、
人
口
や
面
積
等
に
応
じ

て
道
府
県
、
市
町
村
に
交
付
す
る
も

の
。

◆
町
　
債

　

町
が
財
政
不
足
を
補
う
た
め
長
期

に
わ
た
り
借
り
入
れ
る
借
入
金
（
一
般

家
庭
で
い
え
ば
家
や
自
動
車
の
ロ
ー

ン
な
ど
）。

◆
特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
事
業
や
下
水
道
事

業
の
よ
う
に
、
保
険
料
や
使
用
料
な

ど
の
収
入
で
運
営
し
て
い
く
事
業
（
独

立
採
算
）
に
つ
い
て
、
そ
の
事
業
に

か
か
る
お
金
の
流
れ
を
わ
か
り
や
す

く
す
る
た
め
に
、
一
般
会
計
と
は
別

に
会
計
を
設
け
た
も
の
。

◆
繰
出
金

　

特
別
会
計
の
収
入
不
足
の
た
め
、

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
た
も
の
（
諸

支
出
金
）。

◆平成22年度末地方債（借金）
　昨年度は新たに２億4290万円を借り入れ、
７億8562万円を返済した。
　起債残高は68億2685万円。（一般会計）

◆平成22年度末基金（貯金）
　昨年度は２億5143万円を積立て、取り崩
しはなく、基金残高は23億8639万円となっ
た。　　　　　　　　　（特別会計を含む）
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　喜界町では、国民年金被保険者の年金受給権を確保するため、国民年金保険料の一部また
は全部を貸し付ける「国民年金貸付基金制度」を設けています。
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　お問い合せ先
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　喜界町役場　住民課年金係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎６５−１１１１  ( 内線 30・33・984) 

国民年金貸付基金制度 をご存知ですか？

対象者………喜界町に在住している国民年金任意加入者（満60歳から
　　　　　　満65歳まで)で、受給要件の月数(300月)に満たない方

6



年金に関する質問に専門員が
お答えします。

【問い合わせ】

喜界町役場 住民課 年金係
６５−１１１１ （内線３３・９８４）

　当日は、混雑が予想されますので
整理券をお配りいたします。また、
お待ちいただく場合や時間の限りが
ありますのでご了承ください。

平成23年11月  9日（水）
　　　　11月10日（木）

喜界町役場　トレーニング室

13時から17時まで
9時から13時まで

日時

会場

ご注意
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8

共
催
で
９
月
10
日
、
異
業
種
交
流
会
を

ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
で
開
催
し
た
。

　

交
流
会
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
方
式
で
行

わ
れ
、
徳
洲
会
病
院
や
Ｊ
Ａ
あ
ま
み
、

県
喜
界
事
務
所
の
職
員
な
ど
44
人
（
女

性
16
人
）
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
事
前

に
参
加
者
の
趣
味
や
好
き
な
芸
能
人
な

ど
を
記
入
す
る
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
カ
ー
ド

も
集
め
ら
れ
た
。

　

乾
杯
の
あ
い
さ
つ
に
指
名
さ
れ
た
益

田
雅
之
さ
ん
（
A
コ
ー
プ
）
が
「
た
が

い
に
幅
広
い
話
題
で
交
流
を
深
め
、
職

業
の
垣
根
を
越
え
て
若
い
力
を
合
わ
せ

て
島
を
盛
り
上
げ
よ
う
」
と
力
強
く
訴

え
、
会
は
始
ま
っ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
歓
談
す
る
中
、
合

間
に
は
西
商
店
（
西
徹
彰
さ
ん
）
が
三

味
線
を
片
手
に
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、

型
に
は
ま
ら
な
い
独
特
の
世
界
を
展

開
し
て
場
を
温
め
た
。
さ
ら
に
、
独
身

組
自
己
紹
介
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
今
日

　

敬
老
の
日
（
９
月
19
日
）
に
前
後
し

て
、
各
集
落
で
敬
老
会
や
町
か
ら
の
敬

老
祝
い
金
・
記
念
品
の
贈
呈
な
ど
が

あ
っ
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、老
人
ホ
ー

ム
喜
界
園
で
は
８
月
22
日
、
同
園
に
入

所
す
る
田
島
ナ
ビ
さ
ん
（
荒
木
出
身
）

の
県
内
最
高
齢
と
な
る
一
一
一
歳
を
祝

う
会
が
、
家
族
ら
も
招
い
て
開
催
さ
れ

た
。

　

田
島
さ
ん
は
明
治
33
年
８
月
生
ま
れ
。

７
男
２
女
を
育
て
上
げ
た
ま
さ
し
く「
明

治
の
女
」
で
、
現
在
で
は
孫
28
人
、
ひ

孫
56
人
、
や
し
ゃ
ご
35
人
に
恵
ま
れ
て

い
る
。

　

県
内
最
高
齢
者
に
は
、
県
知

事
が
直
接
祝
い
状
を
手
渡
す
こ

と
が
多
い
が
、
折
か
ら
の
台
風

に
よ
る
悪
天
候
や
公
務
多
忙
に

よ
り
樋
渡
真
人
県
喜
界
事
務
所

長
が
代
役
を
務
め
た
。
田
島
さ

ん
は
、「
あ
な
た
は
鹿
児
島
県

の
最
高
齢
者
で
あ
り
誠
に
慶
賀

に
た
え
ま
せ
ん
」
な
ど
と
記
さ

れ
た
祝
状
を
し
っ
か
り
と
受
け

取
っ
た
。

　

祝
う
会
に
参
加
し
た
ひ
孫
の

輝
政
和
さ
ん
は
「
一
一
一
歳
ま
で
元
気

で
い
て
く
れ
て
あ
り
が
た
い
。
こ
れ
か

ら
も
ず
っ
と
長
生
き
し
て
欲
し
い
」
と

喜
ん
だ
。

　

本
町
の
80
歳
以
上
の
年
齢
構
成
は
、

80
歳
代
８
０
７
人
、
90
歳
代
１
７
１
人
、

１
０
０
歳
以
上
４
人
と
な
っ
て
い
る

（
９
月
１
日
現
在
）。

　

農
業
青
年
ク
ラ
ブ
（
益
田
幸
直
会
長
）

と
商
工
会
青
年
部
（
榮
浩
二
部
長
）
は

は
素
敵
な
女
性
が
多
い
の
で
、
何
と
か

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
ゲ
ッ
ト
し
た
い
」

と
の
参
加
男
性
の
宣
言
に
激
励
の
声
が

飛
ぶ
な
ど
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

農
業
青
年
ク
ラ
ブ
の
益
田
会
長
は

「
普
段
は
触
れ
合
う
機
会
が
少
な
い
者

同
志
が
様
々
な
意
見
や
情
報
を
交
換

し
、
仕
事
に
活
か
す
こ
と
で
島
興
し
に

つ
な
が
れ
ば
。
今
後
も
こ
の
輪
を
広
げ

た
い
」
と
話
し
た
。

  

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
強
盗
に
備

え
る
訓
練
が
９
月
９
日
、
湾
の
ア
イ

シ
ョ
ッ
プ
喜
界
店
で
あ
っ
た
。
同
店
や

A
コ
ー
プ
喜
界
店
の
従
業
員
ら
が
訓
練

の
様
子
を
見
守
り
、
奄
美
警
察
署
喜
界

幹
部
派
出
所
の
有
得
敏
昭
所
長
か
ら
強

盗
対
策
を
受
け
た
。

　

訓
練
で
は
、
帽
子
に
サ
ン
グ
ラ
ス
、

マ
ス
ク
で
顔
を
隠
し
た
強
盗
に
扮
す
る

警
察
官
が
入
店
し
、
店
内
を
下
調
べ
を

し
て
店
外
へ
。
数
分
後
に
再
入
店
し
、

店
内
を
物
色
し
な
が
ら
周
囲
の
様
子
を

う
か
が
う
。
数
分
後
、
客
を
装
っ
て
店

員
に
話
し
か
け
な
が
ら
レ
ジ
カ
ウ
ン

タ
ー
に
侵
入
す
る
と
、
い
き
な
り
「
カ

ネ
を
だ
せ
。
レ
ジ
を
開
け
ろ
」
な
ど
と

怒
声
を
あ
げ
な
が
ら
模
造
包
丁
を
突
き

つ
け
、
現
金
を
奪
っ
て
逃
走
し
た
。

　

直
後
に
店
員
は
警
察
に
通
報
し
、
犯

人
の
身
長
や
服
装
な
ど
の
特
徴
、
逃
走

し
た
方
向
な
ど
を
伝
え
た
。

　

訓
練
後
、
有
得
所
長
は
「
何
よ
り
も

店
員
や
他
の
客
の
安
全
が
大
切
」、「
必

要
以
上
に
顔
を
隠
し
た
客
に
は
『
顔
を

見
せ
て
』
と
声
か
け
を
（
犯
行
防
止
）」、

「
不
審
な
客
に
は
注
目
し
て
、
何
を
触
っ

た
か
確
認
（
指
紋
採
取
の
た
め
）」、「
こ

ま
め
に
床
の
拭
き
掃
除
を
心
が
け
て

（
足
跡
を
残
す
た
め
）」
な
ど
と
呼
び
か

け
た
。

  

訓
練
に
参
加
し
た
同
店
店
員
は
「
訓

練
と
は
い
え
怖
か
っ
た
。
不
審
な
客
へ

の
対
応
や
事
件
前
後
に
と
る
べ
き
行
動

な
ど
勉
強
に
な
っ
た
」
と
話
し
た
。

　

今
年
に
入
り
、
県
内
で
は
８
件
の
コ

ン
ビ
ニ
強
盗
が
発
生
し
（
訓
練
日
現

在
）、
５
月
に
は
奄
美
市
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
２
年
前
に
は
天
城
町
で
も
発
生

し
て
い
る
。

その1

シ
マ
の
話
題

伊
藤
知
事
か
ら
祝
状
や
記
念
品
を
贈
ら
れ
る

田
島
ナ
ビ
さ
ん
が
一
一
一
歳
で
県
内
最
高
齢
!!

祝状を手に記念撮影を受けるナビさん

多様な業種の若者が意見交換した

訓練とはいえ緊迫した空気が張りつめる

農
業
青
年
ク
ラ
ブ
や
商
工
会

青
年
部
な
ど
が
異
業
種
交
流

「
コ
ン
ビ
ニ
強
盗
に
備
え
よ
う
」

ア
イ
シ
ョ
ッ
プ
で
防
犯
訓
練
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来
年
度
の
学
校
統
廃
合
を
ひ
か
え
、
９
月
25
日

と
10
月
２
日
、
各
小
学
校
で
最
後
と
な
る
運
動
会

が
あ
っ
た
（
上
嘉
鉄
小
は
二
中
、
上
幼
と
合
同
）。

　

各
学
校
で
島
内
外
の
卒
業
生
が
多
数
参
加
す
る

な
ど
地
域
全
員
参
加
で
母
校
の
名
残
を
惜
し
む

中
、
学
校
関
係
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
ら
は
年
代
別
行
進
や

年
代
別
リ
レ
ー
な
ど
を
実
施
、
児
童
ら
は
練
習
を

重
ね
た
数
々
の
演
技
を
披
露
し
、
様
々
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
最
後
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
運
動
会
と

な
っ
た
。

”最
後
“の
運
動
会

町
内
各
小
学
校
で

坂嶺小学校（9月25日）

早町小学校（9月25日）

志戸桶小学校（9月25日）

滝川小学校（9月25日）

阿伝小学校（9月25日）

湾小学校（10月２日）

小野津小学校（10月２日）

荒木小学校（9月25日）

二中・上小・上幼合同（9月25日）

最後に全員で記念撮影
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教
育
委
員
会
の
と
び
ら

町
子
連
の
２
大
行
事
で

親
睦
を
深
め
る

学
校
へ
行
こ
う
！

　

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
は
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
社
会
の
よ
り
一
層
の
連

携
と
協
力
の
下
に
、
県 

民
一
人
一
人

が
鹿
児
島
の
教
育
に
つ
い
て
考
え
る

気
運
を
高
め
、
本
県
教
育
の
充
実
と

発
展
を
図
る
た
め
、地
域
が
育
む
「
か

ご
し
ま
の
教
育
」
県
民
週
間
を
設
け

て
い
ま
す
。

第
35
回
喜
界
町
子
ど
も
会
大
会

　

本
年
度
か
ら
従
来
の
子
ど
も
会
大

会
を
大
幅
に
改
め
、
親
睦
を
目
的
と

し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
と
伝

統
芸
能
の
発
表
を
新
た
に
加
え
、
革

新
し
た
『
子
ど
も
会
大
会
』
を
８
月

21
日
（
日
）
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
既
存
の
単
位
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
き
か
い
１
０
０
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
に
移
行
し
た
こ
と
に
と
も
な

い
、
子
ど
も
た
ち
の
伝
統
芸
能
伝
承

活
動
の
場
を
確
保
す
る
こ
と
や
近

年
、
方
言
・
島
唄
・
八
月
踊
り
な
ど

の
伝
統
文
化
が
消
え
か
か
っ
て
い
る

事
を
危
惧
し
、
継
承
を
図
る
た
め
に

た
。

　

今
年
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
に

11
チ
ー
ム
（
昨
年
度
比
５
チ
ー
ム

増
）、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
に
８
チ
ー

ム
（
昨
年
度
比
３
チ
ー
ム
増
）
と
育

成
会
役
員
や
青
年
の
方
々
の
御
尽
力

に
よ
り
多
く
の
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ

り
、
例
年
以
上
の
盛
り
上
が
り
を
見

せ
ま
し
た
。

改
善
を
加
え
た
も
の
で
す
。

　

今
回
か
ら
の
試
み
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
８
団
体
の
み
の
参
加
と
な
り

ま
し
た
が
、
育
成
者
や
地
域
の
方
々

の
指
導
も
あ
っ
て
、
本
格
的
な
舞
台

発
表
に
会
場
全
体
が
見
入
る
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伝
統
芸
能
の
発
表
終
了
後

に
は
メ
ン
ハ
ナ
公
園
に
会
場
を
移

し
、
普
段
、
活
動
拠
点
が
違
う
子
ど

も
同
士
で
チ
ー
ム
編
成
し
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
で
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
残

り
少
な
い
夏
休
み
の
余
暇
を
有
意
義

に
過
ご
し
ま
し
た
。

第
35
回
青
少
年
ふ
る
さ
と
大
会

　

夏
休
み
最
後
の
日
曜
日
と
な
る
28

日
、
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
青
少
年
ふ

る
さ
と
大
会
を
開
催
し
、
中
・
高
・

青
年
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
で
世
代
間
交
流
を
深
め
ま
し

 

こ
の
週
間
に
お
い
て
、
保
護
者
・
地

域
住
民
へ
の
学
校
の
開
放
等
、
開
か

れ
た
学
校
づ
く
り
へ
の
取
組
な
ど
が

な
さ
れ
る
よ
う
、
町
教
育
委
員
会
で

も
積
極
的
に
後
援
し
て
い
ま
す
。
各

学
校
の
主
な
取
組
に
つ
い
て
左
に
示

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
学
校
で

の
が
ん
ば
り
を
、
ぜ
ひ
ご
参
観
く
だ

さ
い
。
こ
の
週
間
は
、
十
一
月
一

日
か
ら
七
日
ま
で
設
定
し
て
あ
り
ま

す
。

地
域
が
育
む
「
か
ご
し
ま
の

教
育
」
県
民
週
間

上嘉鉄校区の子どもたちが合同で披
露した伝統芸能ソーバン踊りの模様

３会場で熱戦が繰り広げられたソフト
ボール競技の予選（第一中学校会場）

〈
試
合
結
果
〉

■
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

　
　

優
勝　
　

湾　

チ
ー
ム

　
　

２
位　

赤　

連
チ
ー
ム

　
　

３
位　

志
戸
桶
チ
ー
ム

　
　

  

〃 　

佐
手
久
チ
ー
ム

■
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

　
　

優
勝　

赤　

連
チ
ー
ム

　
　

２
位　

荒　

木
チ
ー
ム

　
　

３
位　

湾　

Ａ
チ
ー
ム

　
　

  

〃 　

嘉
手
浦
チ
ー
ム
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募集部門
　スイーツ部門　　　弁当・惣菜部門　　　加工食品部門　　　工芸品部門

応募締切
　平成23年 11月４日（金）必着

申込書類
　「しま一番コンテスト募集票」
　　　　（役場企画課に用意しております）

申込先
　〒894− 0023
　奄美市永田町１７−１
　奄美群島観光連盟
　TEL: ０９９７−５２−６０３２
　FAX：０９９７−５２−９６１８
　e-mail : amami@amamikankou.jp
　　申込方法：郵送による
　　　　　　　（ファックス不可）

審査員
　○ 奄美群島特産品開発アドバイザー
　　　　　　　　　内　田　勝　規 氏
　○ その他審査員

審査会開催日
　　平成23年12月８日（木）
　　　　　　　　　15：30〜（予定）

出品商品のフォローアップ
　希望者を対象に審査員による出品商品に対しての商品のフォローアップを行います。

　多様化する消費者ニーズに対応した商品作りや、土産品等の開発・地域資源を
活かした各島いち押しの特産品づくりを促進するとともに、生産者の技術向上と
商品開発意欲を図るために「しま一番コンテスト」を実施し、観光客等の誘客及
び地場産業の振興に資することを目的とします。

「しま一番コンテスト」
を開催します！

参考資料写真
県特産品コンクール2010入賞商品
上：食品部門
下：工芸部門
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その2

シ
マ
の
話
題

　

高
校
生
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン

ス
全
国
大
会
「
フ
ラ
ガ
ー
ル

ズ
甲
子
園
」
の
第
１
回
大
会

が
９
月
４
日
、
東
京
秋
葉
原

で
開
催
さ
れ
、「
ハ
ナ
サ
め
ー

ら
び
」
こ
と
喜
界
高
校
３
年

生
の
３
人
が
抜
群
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
る
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
中
屋
輝
子

さ
ん
が
主
催
す
る
「
ワ
ヒ
ネ
・

オ
・
カ
ラ
ー
喜
界
フ
ラ
教

室
」
で
フ
ラ
（
ダ
ン
ス
）
を

学
ぶ
上
田
昂
の
さ
ん
、
栄
菜
々

子
さ
ん
、
幸
可
菜
恵
さ
ん
。

　

こ
の
大
会
は
今
年
か
ら
第

１
回
と
し
て
、
日
本
の
フ
ラ
ガ
ー

ル
発
祥
の
地
で
あ
る
福
島
県
い
わ

き
市
で
毎
年
３
月
に
開
催
さ
れ
る

こ
と
が
決
定
し
て
い
た
が
、
東
日

本
大
震
災
の
た
め
中
止
に
。
そ
れ

で
も
参
加
予
定
の
地
元
高
校
生
ら

が
開
催
を
望
み
、
今
回
に
限
り
東

京
に
場
所
を
移
し
、「
復
興
イ
ベ

ン
ト
」
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

３
人
の
踊
り
は
、課
題
曲
で
「
笑
顔
」・

「
バ
ラ
ン
ス
」・「
衣
装
」
な
ど
の
５
項

目
す
べ
て
で
満
点
。
自
由
曲
で
も
一
位

で
、
文
句
な
し
の
完
全
最
優
秀
賞
。
審

査
員
か
ら
は
「
笑
顔
が
特
に
素
晴
ら
し

く
、
被
災
地
も
勇
気
づ
け
ら
れ
る
」
と

最
大
級
の
評
価
を
受
け
た
。

　

３
人
は
「
笑
顔
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
楽

し
ん
で
踊
れ
た
。
舞
台
か
ら
降
り
た
と

き
は
充
実
感
が
あ
っ
た
」
と
い
う
も
の

の
、「
ま
さ
か
最
優
秀
賞
と
は
」
と
一

様
に
驚
き
、
中
屋
さ
ん
も
「
審
査
員
全

員
が
本
家
本
元
の
福
島
の
方
な
の
で
、

こ
こ
ま
で
評
価
し
て
い
た
だ
け
る
と

は
」
と
感
激
し
、「
会
場
で
は
多
く
の

島
出
身
者
か
ら
『
チ
バ
リ
ヨ
！
』
と
声

援
を
い
た
だ
い
た
。
子
ど
も
た
ち
の
力

に
な
っ
た
の
で
は
」
と
感
謝
し
た
。
た

だ
、「
後
に
続
く
１
・
２
年
生
が
い
な
い

の
が
残
念
」
と
付
け
加
え
た
。

　

３
人
は
３
月
に
照
準
を
合
わ
せ
て
い

た
が
（
本
誌
３
月
号
８
ペ
ー
ジ
参
照
）、

中
止
を
知
ら
さ
れ
て
も
開
催
を
信
じ
、

町
内
の
各
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
な
が

ら
、
部
活
動
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
後
に
練

習
に
打
ち
込
ん
だ
と
い
う
。
中
止
の
一

報
を
聞
い
た
と
き
は
「
残
念
と
い
う
よ

り
、
福
島
の
フ
ラ
の
仲
間
が
心
配
だ
っ

た
」
と
い
う
３
人
は
、
９
月
開
催
の
知

ら
せ
に
「
う
れ
し
く
て
、
さ
ら
に
練
習

に
力
が
入
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　

大
会
は
、
本
場
福
島
県
勢
を
中
心
に

全
国
か
ら
13
校
が
参
加
し
、
東
京
・
福

島
の
両
知
事
や
い
わ
き
市
長
ら
が
祝
辞

を
寄
せ
る
中
、
前
夜
祭
か
ら
盛
大
に
行

わ
れ
た
。

　

大
会
を
終
え
て
３
人
は
「
家
族
や
応

援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
。
フ

ラ
は
踊
る
と
楽
し
く
な
る
の
で
、
卒
業

し
て
も
続
け
た
い
」と
元
気
よ
く
”最
高

の
笑
顔
で
“声
を
揃
え
た
。

　

な
お
、
同
フ
ラ
教
室
で
は
11
月
12
日

（
土
）
に
自
然
休
養
村
で
「
フ
ラ
発
表
会
」

を
開
催
し
、
あ
わ
せ
て
震
災
被
害
を
受

け
た
フ
ラ
ダ
ン
ス
甲
子
園
事
務
局
へ
の

支
援
活
動
（
カ
ン
パ
）
も
行
う
と
い
う
。

開会式で緊張気味のハナサめーらび

フ
ラ
ガ
ー
ル
ズ
甲
子
園“
初
代
女
王
”に
輝
く

喜高生「ハナサめーらび」最優秀賞!!

観客（シマッチュ）の祝福に応える３人

今では引っ張りだこの３人（喜界園盆踊り）

　行政について、困っていることや分からないことを、行政相談委員に相談
してみませんか？
　この度、行政相談週間行事の一環として、次のとおり行政相談所を開設し
ますので、お気軽にご相談ください。相談は無料で、秘密は守られます。

●日　　　時：平成23年10月23日（日）　午後１時30〜午後５時
●場　　　所：役場研修室
●行政相談員：園田 直樹さん（喜界町赤連）℡65−3663

ご存知ですか？10月17日〜23日は行政相談週間です

  11 月は児童虐待防止推進月間です。「おかしい」と感じたり、
児童虐待を発見したときは、児童相談所（53 − 6070）、
福祉事務所（65 − 0114）、保健福祉課

（65 − 1111（内線 37））に相談（通告）
してください。（通告は義務＝権利）
　あなたも、児童虐待防止ネットワーク
の一員です。

11月は児童虐待防止推進月間です！「
守
る
の
は

　
気
付
い
た
あ
な
た
の

　
　
　
そ
の
勇
気
」



す
こ
や
か

ニ
ュ
ー
ス

　

ス
ト
レ
ス
の
多
い
近
年
、
生
涯
の
う

ち
で
５
人
に
１
人
は
精
神
疾
患
に
か
か

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
血
圧
や
糖

尿
病
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
身
近
な
人

が
、
ま
た
、
あ
な
た
自
身
が
か
か
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

早
目
の
対
応
が
大
切
！

＊
気
づ
き
が
大
切
。

　

不
眠
や
不
安
が
続
く
こ
と
が
主
な
最

初
の
症
状
。
他
に
も
緊
張
や
イ
ラ
イ
ラ
、

幻
聴
な
ど
様
々
で
す
。

　

こ
こ
ろ
の
病
気
は
自
分
自
身
で
は
気

づ
か
な
い
こ
と
も
多
く
、
周
囲
が
「
あ

れ
？
」
と
気
づ
く
こ
と
が
多
い
の
が
特

徴
で
す
。

＊
早
め
の
相
談
や
治
療
で
治
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

正
し
い
理
解
が
回
復
を
後
押
し

＊
休
養
が
大
切
。
焦
ら
ず
、
時
間
を
か

け
て
。

＊
周
囲
の
過
干
渉
や
非
難
は
回
復
を
遅

ら
せ
ま
す
。
温
か
い
声
か
け
や
見
守
り

が
大
切
で
す
。

＊
支
え
る
人
を
増
や
そ
う

　

心
配
事
を
話
せ
る
人
を
も
っ
た
り
、

悩
み
を
分
か
ち
合
え
る
仲
間
と
交
流
し

た
り
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

あ
な
た
の
コ
コ
ロ
は
健
康
で
す
か
？
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【
特
定
健
診
・
長
寿
健
診
】　

　
対
象
者
：
40
歳
〜
75
歳
未
満
の

　
　
　
　
　
国
保
加
入
者
と
75
歳
以
上

　
　
　
　
　
の
方

　
75
歳
以
上
の
受
診
券
が
届
い
て
な
い

方
で
、
ご
希
望
の
方
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
大
腸
が
ん
検
診
】
も
あ
り
ま
す
。

　
対
象
者
：
40
才
以
上

　
検
査
容
器
を
当
日
配
布
。

　
大
腸
が
ん
検
診
の
み
ご
希
望
の
方

は
、
容
器
を
ご
自
宅
へ
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
期
　
間
：
10
月
22
日
（
土
）
〜
　

　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
26
日
（
水
）

　　
★
場
所
・
時
間
等
に
つ
い
て
は
、

　
　
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い

　
　
合
わ
せ
く
だ
い
。

　
運
動
会
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
す
っ
か

り
秋
も
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　
秋
と
い
え
ば
…

　
食
欲
の
秋
、
運
動
の
秋
、
読
書
の

秋
、
と
様
々
で
す
が
、
そ
の
中
に
、
ぜ

ひ
健
康
の
秋
も
加
え
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。
秋
の
夜
長
、
も
ち
ろ
ん
読
書
も

い
い
で
す
が
、
ご
自
分
や
、
ご
家
族
の

健
康
に
つ
い
て
、
家
族
み
ん
な
で
お
話

し
さ
れ
て
み
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

 

　
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
は
乳
が
ん
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
で
乳
が
ん
に
よ
る
死
亡

ゼ
ロ
を
め
ざ
す
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で

す
。

　
今
年
度
は
、
喜
界
町
で
は
乳
が
ん
検

診
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
月
1
回
の
自

己
検
診
で
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
あ
な
た
自
身
の
の
た
め
に
！
そ
し

て
ご
家
族
の
た
め
に
！

　

　

固
い
も
の
に
ぶ
つ
け
た
り
し
て
、
歯

が
抜
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
？
そ
ん
な
時
は
も
ち
ろ
ん
す
ぐ

に
歯
医
者
さ
ん
に
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
こ
こ
で
は
、
歯
医
者
さ
ん
に
行
く

ま
で
の
間
に
や
る
べ
き
こ
と
を
紹
介
し

ま
す
。

　

怪
我
な
ど
で
歯
が
抜
け
た
場
合
、
骨

と
歯
を
つ
な
い
で
い
る
「
歯
根
膜
」
が

断
裂
し
ま
す
。
こ
の
時
、
抜
け
た
歯
の

方
に
つ
い
て
い
る
「
歯
根
膜
」
が
生
き

て
い
れ
ば
、
抜
け
た
歯
を
元
に
も
ど
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
「
歯
根
膜
」

は
乾
燥
に
弱
く
、
口
の
外
で
は
お
よ
そ

30
分
く
ら
い
し
か
生
き
て
い
ま
せ
ん
。

「
歯
根
膜
」
を
長
く
生
か
し
て
お
く
た

め
に
は

●
抜
け
た
歯
を
口
の
中
に
入
れ
て
お
く

（
飲
み
込
ん
で
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、

ほ
っ
ぺ
た
の
内
側
に
入
れ
る
と
よ
い
）

ま
た
は

●
牛
乳
に
浸
け
る

　

な
ど
の
対
処
が
最
良
で
す
。（
歯
の

保
存
液
と
い
う
も
の
も
あ
る
よ
う
で

す
。）
そ
し
て
大
至
急
歯
医
者
さ
ん
に

行
き
ま
し
ょ
う
。
正
し
い
処
置
で
大
切

な
歯
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※
む
し
歯
や
歯
周
病
、
乳
歯
の
生
え
替

わ
り
に
よ
る
歯
の
脱
落
は
あ
て
は
ま
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

こ
こ
ろ
の
病
気
を
正
し
く
理
解
し
、

誰
が
病
気
に
な
っ
て
も
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
医
療
機
関
】

　

島
内
で
も
精
神
関
係
の
専
門
外

来
が
あ
り
ま
す
。

・
奄
美
病
院
精
神
科

（
場
所
：
喜
界
町
国
保
診
療
所
）

問
い
合
わ
せ
先
：
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー
（
℡
６
５
ー
３
５
２
２
）

・
喜
界
徳
洲
会
病
院
・
心
療
内
科

（
℡
６
５
ー
１
１
０
０
）

＊
く
わ
し
く
は
電
話
等
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
相
談
機
関
】

・
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
９
９
ー
２
１
８
ー

４
７
５
５
）

・
名
瀬
保
健
所（
地
域
保
健
福
祉
課
）

（
℡
５
７
ー
７
２
４
３
）

・
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
役
場
内
）

（
℡
６
５
ー
３
５
２
２
）

【
そ
の
他
関
係
機
関
】

・
小
規
模
作
業
所
ほ
っ
と
館

（
℡
６
５
ー
４
５
１
１
）

・
精
神
し
ょ
う
が
い
者
家
族
会
｛
ご

ま
の
会
｝

連
絡
先
：
ほ
っ
と
館
（
℡
６
５
ー

４
５
１
１
）

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
み
ん
な
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

総
合
サ
イ
ト
〜
知
る
こ
と
か
ら
始

め
よ
う
」

（h
ttp

://w
w

w
.m

h
lw

.g
o

.jp
/

kokoro/index.htm
l

））

医
師
会
健
診
の
お
知
ら
せ

9
月
は
健
康
増
進
普
及
月
間

10
月
は
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
月
間

  

歯
が
抜
け
ち
ゃ
っ
た
‼

     

ど
う
し
よ
う
‼

　
そ
ん
な
時
知
っ
て
て

　
よ
か
っ
た
応
急
処
置
法
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今
月
の

ウ
ヤ
フ
ジ
訓
⑭

解
　
説

  

「
物
事
を
す
る
な
ら
ば
徹

底
し
て
や
れ
」
の
意
味
。

中
途
半
端
に
途
中
で
投
げ

出
す
こ
と
を
い
ま
し
め
る

ム
ヌ
イ
ッ
キ
（
教
訓
）
で

あ
る
。

　
ヤ
マ
ト
の
こ
と
わ
ざ
で

は
、『
蛇
の
生
殺
し
は
人
を

噛
む
』、『
四
角
な
座
敷
を

丸
く
掃
く
』
な
ど
が
中
途

半
端
を
い
ま
し
め
て
い
る
。

　
英
語
の
こ
と
わ
ざ
で
は
、

『N
ever do things by 

halves

』
が
同
じ
意
味
と

な
る
。

ヌ
リ
リ
バ

　
　
（
ぬ
れ
る
な
ら
）

ズ
ッ
プ
イ
ヌ
リ

（
び
し
ょ
ぬ
れ
に
な
れ
）

喜界町の推計人口
（平成 23 年 10 月 1 日現在）

世帯数・・・3,621 戸（   △１）

人　口・・・8,085 人（   △８）

　男　・・・3,866 人（   △４）

　女　・・・4,219 人（   △４）

　　　（　　）は前月比

戸
籍
の
窓

こ
ん
に
ち
は

赤
ち
ゃ
ん

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

吉
山
　
仁に

か華
・
喜
弘
・
湾

倉
橋
　
海か

い

と友
・
憲
司
・
塩
道

井
料
　
結ゆ

り理
・
正
貴
・
赤
連

阿
久
根
百も

も

か加
・
健
太
・
湾

氏
　
　
名

保
護
者

住
所

　
湾
　
・
石
田
　
マ
ン
・
97
才

　
湾
　
・
榮
田
キ
ヌ
エ
・
97
才

浦
　
原
・
松
岡
　
博
一
・
84
才

手
久
津
久
・
新
納
キ
ミ
子
・
90
才

手
久
津
久
・
中
村
　
忠
賀
・
70
才

上
嘉
鉄
・
川
﨑
　
一
俊
・
64
才

上
嘉
鉄
・
徹
　
　
カ
メ
・
83
才

上
嘉
鉄
・
安
　
　
イ
シ
・
98
才

中
　
間
・
生
駒
　
　
忠
・
94
才

氏
　
　
名

住
　
所

年
齢

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

埼
玉
県
在
住
（
中
間
出

身
） 　
　

勝
田　

照
男

羽　

里　

平　
　

恵
子

　

湾　
　

石
田　
　

要

浦　

原　

松
岡　

富
枝

手
久
津
久　

中
村
江
津
子

東
京
在
住
（
上
嘉
鉄
出

身
）　
　

 

森
田　

悦
史

社
協
だ
よ
り

〈
ミ
ー
ニ
シ
会
〉

蝉
し
ぐ
れ
あ
び
て
佇
む
池
の
辺
に

秋
の
音
た
だ
よ
う
風
わ
た
り
く
る

嶺
倉　

祝
子

つ
れ
づ
れ
に
遠
き
思
い
を
た
ぐ
り
寄
す

こ
ぼ
れ
咲
き
い
る
夜
の
百
日
紅林　

　

蓮
香

庭
先
に
咲
け
ば
人
の
目
を
引
く
に

吾
が
サ
ル
ス
ベ
リ
裏
庭
に
咲
く有

村　

道
子

夏
衣
着
し
母
す
で
に
あ
ら
ざ
れ
ば

夕
空
か
ざ
し
咲
く
百
日
紅

平
尾　

チ
ヨ

子こま
ご孫
去
り
声
無
き
我
が
家
に
浮
袋

水
中
め
が
ね
は
そ
の
ま
ま
に
あ
り

弥
島　

幸
子

〈
萌
葉
会
〉

軒
先
の
小
庭
に
ゴ
ー
ヤ
実
り
生
り

眺
め
て
楽
し
涼
風
呼
ば
む

前
田
喜
代
美

事
終
え
て
屋
の
西
空
に
夕
影
の

い
つ
く
し
み
思も
い
心
い
や
し
ぬ島

崎　

久
代

満
天
の
星
空
眺ながめ
わ
が
内
も

や
っ
と
心
に
ゆ
と
り
あ
る
ま
じ
や

平
島　

初
子

盆
祭
り
三
味
の
リ
ズ
ム
で
踊
り
だ
す

は
ま
ゆ
り
の
心
清
け
き
な
り
ぬ井

澤
紀
美
子

こ
れ
の
世
に
耐
え
来
し
こ
と
は
福
と
な

り
今
穏
や
か
に
生
き
て
楽
し
む美

代　

イ
シ

忍しの
び
ね
音
の
背
戸
に
雀
が
止
ま
り
た
り

逢
ひ
み
て
の
契
り
恋
ま
み
ゆ
二
羽

豊
島　
　

瞳

喜
界
歌
壇

『
税
で
創
る
、

　
　
　

あ
か
る
い
未
来
』

10
月
末
日
は
、

　

町
県
民
税
税
３
期
分

　
　
　

の
納
付
期
限
で
す
。

　
　

納
期
内
に
必
ず

　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う
。

（
結
婚
な
し
）
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島
に

咲
く

花

Flowers that bloom on KikaiIsland 
ショウキズイセン（鍾馗水仙）

ニラ（韮）

　九州、四国から南西諸島、海外では台湾や中国南
部に自生するヒガンバナ科ヒガンバナ属の多年草。
ヒガンバナ属の英名は、花の形や台風の多い時期に
開花期を迎えることから「ハリケーンリリー（台風
百合）」であるが、ショウキズイセンは花の色から

「ゴールデンハリケーンリリー」と呼ばれる。
　ヒガンバナ属は毒草であるが、ソテツと同様に救
荒作物として食用とされた。種子を持たないにもか
かわらず、日本各地に広がったのは、村落で飢饉対
策として栽培されていたからとされる。
　ヒガンバナ属の花言葉は「悲しい思い出」「想う
はあなた一人」「また会う日を楽しみに」など多数
ある。（写真：富　充弘）
　名前にある「鍾馗」とは、閻魔や阿修羅のような
形相を持つ中国の民間で伝承される神で、日本でも
学問や疱瘡（天然痘）祓いの神として、古くから庶
民に親しまれた。ただ、伝説上や仏教上の神仏と違
い、実在した人物とされている。
　鍾馗は、中国が唐の時代、終南山という地に住む
青年だった。彼は高級官吏となるべく最難関の試験

を受け、見事に首席で合格し、その証しである「状元」の称号を受けた。ところが、時の玄宗皇帝
に大きな体と髭面の悪人相を嫌われ、状元の称号を取り消され、試験
も不合格とされた。鍾馗は絶望し、ついには自ら命を絶ってしまう。
　その後、玄宗皇帝はマラリアにかかり病床につく。高熱の中で皇帝
は、自分に取り憑く多くの悪鬼を退治する大男の夢を見る。皇帝が夢
の中で大男に名を聞くと「私はあの時の鍾馗です。手厚く葬られたので、
その恩に報いるために天下国家の災いを除きます」と話したという。
　夢からさめると、玄宗皇帝の病は不思議と全快していた。皇帝は自
分の行いを深く悔やみ、夢で見た鍾馗を画家に描かせ、命の恩人と信じ、
神として祀ることにした。以来、錘馗は学問の神、無病息災の神となっ
た。
　その外見により、絶望のうちに短い生涯を閉じた鍾馗は、頭脳明晰
かつ努力家であり、心根の優しい青年であったのだ。

　東南アジア原産でネギ科ネギ属の多年草。奈良時代に編まれた
『古事記』で加美良（かみら）、『万葉集』では久々美良（くくみら）、
『正倉院文書』では彌良（みら）の名でニラの記述があり、その後、
「みら」がなまって「ニラ」になったとされる。シマユミタでは「ビ
ラ」など。
　食材としては、スタミ
ナ料理の代名詞「レバニ
ラ炒め」でわかるように
栄養に富み、滋養強壮作
用がある。
　花は純白で可憐な姿を
しているが、「ギョーザ食

べた？」と聞きたくなるほど、ニラそのままの臭いを漂わせている。ただ、
その臭いのためか、花に誘われる昆虫は多い。
　花言葉は「多幸」「星への願い」。

vol.

40

10月
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母
校
訪
問上

嘉
鉄
小
学
校

　

上
嘉
鉄
小
学
校
の
前

身
は
明
治
10
年
、
樸
下

等
小
学
校
と
し
て
設
置

さ
れ
る
。
そ
の
後
、
数

度
の
学
制
変
更
を
へ
て

同
35
年
、
上
嘉
鉄
尋
常

小
学
校
と
な
る
。

　

昭
和
16
年
、
国
民
学

校
令
に
よ
り
上
嘉
鉄
国

民
学
校
と
改
称
さ
れ
、

戦
後
の
学
制
改
革
に
よ

り
昭
和
23
年
、
喜
界
町

立
上
嘉
鉄
小
学
校
と

な
っ
て
現
在
に
い
た
る
。

　

現
在
で
は
、
島
の
中

で
も
特
に
郷
土
愛
、
愛

校
心
に
厚
い
校
区
住
民
に
支
え
ら
れ
、
校

区
を
同
じ
く
す
る
中
学
校
や
幼
稚
園
と
連

携
し
な
が
ら
、
学
校
運
営
を
図
っ
て
い
る
。

　

児
童
た
ち
の
特
長
は
あ
い
さ
つ
の
よ
さ
。

学
校
内
外
で
の
「
立
ち
止
ま
っ
て
元
気
い
っ

ぱ
い
の
あ
い
さ
つ
が
気
持
ち
い
い
」
と
校

区
住
民
や
来
客
者
な
ど
か
ら
評
価
さ
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、「
一
校
一
運
動
」
と
し
て
「
朝
の

か
け
足
」
が
あ
り
、
走
っ
た
距
離
を
児
童

た
ち
は
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し
、「
あ
と
何
周

で
大
阪
に
着
く
か
な
」
な
ど
と
楽
し
み
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

  

全
校
児
童
で
つ
く
る
鼓
笛
隊
も
あ
り
、
初

め
て
楽
器
に
さ
わ
る
一
年
生
や
音
楽
が
苦

手
な
児
童
も
「
全
員
参
加
に
意
義
が
あ
る
」

と
懸
命
に
練
習
に
取
り
組
み
、
校
区
運
動

会
や
町
民
体
育
祭
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
。

　

な
お
、
他
校
区
に
増
し
て
愛
校
心
の
強

い
地
域
住
民
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
ら
は
、
幼
・
小
・

中
校
区
で
合
同
し
て
開
催
す
る
運
動
会

を
は
じ
め
と
す
る
学
校
行
事
に
も
積
極

的
に
参
加
し
、
最
後
と
な
る
今
年
の
運

動
会
や
文
化
祭
は
、
趣
向
を
凝
ら
し
た

出
し
物
を
予
定
し
、
教
育
委
員
会
と
は

別
に
、
閉
校
記
念
誌
を
発
行
も
予
定
し

て
い
る
と
い
う
。

しっくい瓦ぶきの校舎（昭和10年代）

 上嘉鉄伝統のソーバン踊りを老人ホームで披露運動会には欠かせない上小鼓笛隊

ウーヌー作りにも毎年取り組んでいる

校長：松永幸二（第34代）、教職員10人・児童数31人・学級数4

お
も
い
で
は
永
遠
に
⑦

年度 児童数 学級数

昭和43 311 10

　　47 260 9

　　50 236 8

　　55 101 6

平成元 80 6

　　 5 76 6

　　10 58 6

　　15 25 4

　　21 38 4

児童数等の推移

学
校
概
要

 

　
校
　
歌

　
　
　
　

作
詞　

福
岡　

正
信 

　
　
　
　

作
曲　

武
田
恵
喜
秀 

一　

太
平
洋
の　

水
青
く

　
　

朝
夕
仰
ぐ　

百
の
台

　
　

光
あ
ふ
れ
る　

学
び
舎
に

　
　

は
げ
む
子
わ
れ
ら　

肩
く
ん
で

　
　

希
望
に
も
え
る　

上
嘉
鉄
校

二　

喜
界
が
島
の　

ひ
ん
が
し
の

　
　

湾
と
う
ば
る
の　

緑
は
え

　
　

立
て
る
学
び
舎　

窓
白
く

　
　

強
い
子
わ
れ
ら　

胸
は
っ
て

　
　

力
あ
ふ
れ
る　

上
嘉
鉄
校

三　

流
れ
つ
き
せ
ぬ　

真
清
水
の

　
　

清
き
心
を　

範
と
し
て

　
　

か
が
や
く
ひ
と
み　

夢
若
く

　
　

伸
び
る
子
わ
れ
ら　

は
つ
ら
つ
と

　
　

理
想
は
か
お
る　

上
嘉
鉄
校

〈
校
　
訓
〉

強
く

明
る
く

た
く
ま
し
く


